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クリスマス・ケーキがー 
できまし1こ 

繊難。 

12月24日はクリスマス・イヴ。イ動く婦人の家

では12月 6 ・8 の両日にわたって婦人を対象と

した 「クリスマス・ケーキ教室」 を開き、家庭

で簡単にできるデコレーション・ケーキづく り 

に精を出していま した。 

初日の 6 日には24人の婦人が受講し、ボール

大のカステラにチョコレー ト入りクリームを幾

重にも塗り付け、飾りの果物を乗せて出来上が 

り 

12月13・14の両日は 「おせち半斗理教室」 も開

かれ、ひと足早い正月気分を味わっていました。 

1 

毎
号

と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

0自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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胤 わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原 

、 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

臓開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

\?. 上げました。 

胤 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 
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伊奈かっぺい氏による「ふるさとトーク」 

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
」
一

会
場
合
わ
せ
て
一
日
平
均
四
、
 

五
千
人
あ
り
、
事
務
局
の
市
観

光
課
は
、
 「期
間
中
の
総
売
り

上
げ
は
八
百
十
万
円
に
も
の
ぼ

り
、
所
期
の
目
的
は
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
 

期
間
中
は
、
津
軽
凧
絵
や
金

山
焼
、
津
軽
塗
り
の
製
作
実演

に
観
光
写
真
展
、
ビ
デ
オ
コ
ー
 

ナ
ー
も
設
け
られ
、
特
別
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏

に
よ
る
 
「ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」
 

（十
一
月
十
三
日
）
も
行
わ
れ

る
な
ど
、
津
軽
の
観
光
も
大
い

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

広報ごしよがわら 

盛況だった「津軽半島展」売場 

平成元年（1989年）12月15日 （第701号）② 

売
り
込
み
ま
し
た
奥
津
軽
の
物
産
 

事
ミ
曹
事
・餌
・

f
三
二
・仙
台
で

初
の
「
津
軽
一
半

島

展
」
 

東
小
学
校
に
 

プ
ー
ル
完
成
 

2
5H
の
5
コ
ー
ス
 

津
軽
半
島

一
円
の
市町
村
に

よ
る
地
域
物
産
展
「
第
一
回
津

軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物
産

展
」
が
十

一
月
十
日
か
ら
六
日

間
、
仙
台
市

一
番
町
の
藤
崎
デ

パ
ー
ト
で
開
か
れ
、
県
外
消
費

者
に
地
場
産
品
を
大
い
に
売
り

込
み
ま
し
た
。
 

観
光
物
産
展
に
は
、
津
軽
半
 
 

島

一
円
か
ら海
産
物
や
工
芸
、
 

民
芸
品
、
リ
ン
ゴ
加
工
品
、
ヒ

バ
家
具
な
ど
」
干
七
業
者
が
出

展
し
た
ほ
か
、
青
森
営
林
局
も

特
別
参
加
し
ま
し
た
。
 

デ
パ
ー
ト
本
館
の
地
下
一
階

に
海
産
物
、
地
下
二
階
に
そ
の

他
の
食
料
品
、
隣
接
す
る
リ
ビ

ン
グ
館
六
階
に
は
家
具や
工
）
一
」
 

市
立
東
小
学
校

（
花
田
一
郎

校
長
、
在
校
生
九
十
八
人
）
の

プ
ー
ル
が
完
成
し
、
十
一
月
一
一

士
百
午

前
十
一
時
か
ら
同
校

体
育
館
に
福
士
市
収
入
役
を
は

じ
め
工
事
関
係
者
、
P
T
A
、
 

地
域
住
民
な
ど
百
五
十
人
ほ
ど

が
集
ま
っ
て
完
成
を
祝
い
合
い

ま
し
た
。
 

完
成
し
た
プ
ー
ル
は
、
お
よ

そ
三
千
三
百
万
円
の
経
費
を
か

け
校
舎
東
側
に
新
設
し
た
も
の
 
 で

、
た
て
二
十
五
U

、
よ
こ
八
 

H
で
五
コ
ー
ス
の
競
泳
ペ
ー
ス

を
と
っ
て
い
ま
す
。
 

付
属
施
設
と
し
て
更
衣
室
の

ほ
か
ト
イ
レ
、
物
置
も
あ
り
、
 

シ
ャ
ワ
ー
、
足
洗
い
場
、
洗
顔

場
ブ
水
飲
み
場
な
ど
も
完
備
し

て
お
り
、
児
童
・
生徒
た
ち
は
 

「早
く
冬
が
来
て
、
夏
に
な
れ

ぱ
い
い
」
と
来
年
の
使
用
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

一
 

完成した東小プーJレ 



あ
る
べ
き
姿
を
探
る
 
コー
十
一
 
中
央

集
会
が
十
一
月
三
十
日
か
 

生涯福祉委員会で 

感謝状を受ける川村さん（右） 

狸 

広報ごしよがわら 

,
  

D

く
の
目
国
Q
目
目
が
囲
邑
 

2
1世
紀
市
民
会
議
の
中
央
集
会
開
く
 

二
十
一
世紀
へ
向
け
て
市
の
 
世

紀
五
所
川
原
市
民
会
議
」
の
 
ら

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
 

五
所
川
原
市
田
川
と
西
郡
木

造
町
川
除
間
の
岩
木
川
に
架
か

る
 
「新
津
軽
大
橋
」
が完
成
し
、
 

十

一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
現
地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
 

着
工
以
来
七
年
ぶ
り
に
開
通
し

ま
し
た
。
 

「新
津
軽
大
橋
」
は
、
津
軽

北
部
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
 
 

事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
五
十

八
年
に
着
工
、
総
額
三
十
七
億

一
千
九
百万
円
の
う
ち
十
六
億

三
千
万
円
を
か
け
た
長
さ
三
百

十
六
・
五

H、
幅
十

U
（
車道

七
冒
）
の
一
等
橋
で
す
。
 

農
道
整
備
事
業
は
、
五
所
川

原
市
長
橋
か
ら
木
造
町
、
稲
垣

村
を
経
由
し
、
西
郡
車
力
村
鷲
 
 

落
地
区
ま
で
十
六
・
五
八
キ
ロ
 

（
受
益面
積
七
千
八
百
十
一
給
）
 

の
農
道
を
建
設す
る
も
の
で
す

が
、
完
成
す
る
の
は
皿成
九
年

度
に
な
り
ま
す
。
 

完
成
す
れ
ば
、
 一
市
一
町四

か
村
に
ま
た
が
る
広
域
営
農
団

地
の
幹
線
農
道
と
し
て
効
果
を

発
揮
す
る
ほ
か
、
一
般
農
道
、
 

県
道
を
通
じ
て
北
郡
市
浦
村
、
 

小
泊
方
面
に
抜
け
る
こ
と
が
で

き
、
津
軽
北
部
の
交
通
体系
も

大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

竣
工
式
は
五
所
川
原
側
入
り

口
で
行
わ
れ
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
の
な
か
佐
々
木
市
長
、
成
（
 

木
造
町
長
は
じ
め
県
、
工
事
関

係
者
な
ど
二
百
人
が
参
加
。
 

神
事
を
行
っ
た
あ
と
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
し
、
市
内
高
瀬
の
田
中

運
次
郎
さ
ん
（

7
6
）
一
家
、木

造
町
川
除
斎
藤
直
作
さ
ん
（
四

一
家
の
三
世
代
夫
婦
を
先
頭
に

来
賓
、
五
所
川
原
小
鼓
笛
隊
が

車
両
で
渡
り
初
め
を
しま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
農
業
者
年
金
協

会

（
泉
谷正
士
欠本
長）
の
十
周

年
記
念
式
典
は
、
十
一
月
二
十

一
日
市
民
文
化
会館
に
お
よ
そ

百
人
の
会
員
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
協
会
の
発
展
に

尽
さ
れ
た
川
村
清
美
さ
ん
（飯

詰
）
ら
三
十
一
人
の
代
議
員
に

感
謝
状
を
贈
り
、
中
谷
惣
四
郎

副
会
長
が
「
制
度
の
拡
充
強
化
 
 

市
民
か
ら
多
く
の
要
望

・
提
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
央
集
会
は
八
月
に
市
内
十

二
会
場
で
開
い
た
地
域
集
会
で

提
出
さ
れ
た
市
民
の
声
を
、
専

門
的
見
地
か
ら
総
合
的
に
検
討
 

・

討
議
す
る
た
め
に
開
かれ
た

も
の
で
す
。
 

士

一月
六
日
ま
で
四
回
に
分

け
生
涯
教
育
、
生
涯
福
祉
、
生

涯
健
康
、
生
涯
生
活
の
四
政
策

委
員
会
を
開
き
、
市
政
の
あ
ら

ゆ
る
課
題
を
討
議
、
後
日
開
か

れ
る
中
央
集
会
全
体
会
議
に
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

の
た
め
未
加
入
者
の
加
入
を
促

進
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、
小

山
内
市
助
役
、
前
田
市
議
会
副

議
長
ら
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
青
森
県
農
美

云
議

事
務
局
長
対
馬
義
道
氏
が
「
農

業
者
年
金
制
度
改
正
の
動
向
」
 

に
つ
い
て
記
念
講
演
、
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
 

（第701号） ③平成元年（1989年）12月15日 

新
津
軽
大
橋
」
ーが
側
麟
 

広
域
営
農
団
地

へ
は
ず
み
 

開通した「新津軽大橋」 

皿
制
客
施
ら
に
圃
闘
観
 

農
業
者
年
金
協
会
が
十
周
年
 



熱
鏑
灘
一
 

鰻
瀬
灘
》鞭
羅
麟
 

機
鱗
感
難
一
一
費
麟

麟
麟
購
 

響
繊
一
醸
議
響
騒
器
 

昭
和
六
十
四
年
は
、
昭
和
天
皇
裕
仁
陛
下
が
崩
御
さ
れ
、
わ
ず
か

七
日
間
で
平
成
元
年
に
年
号
が
改
正
さ
れ
る
と
い
う
激
動
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。
 

市
制
施
行
三
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
当
市
も
、
前
市
長
の
リ

コ
ー
ル
（
解
職
）
に
伴
う
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
元
市
長
の
佐
々
木

楽
造
氏
（
6
8）
が
当
選
し
た
ほ
か
、
九
月
十
日
に
は
任
期
満
了
に
伴

う
市
議
会
議
員
の
一
般選
挙
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
揺
れ
動
い

た

「
年
で
し
た
。
 

一
方
で
市
街
地
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
っ
た
「五
所
川
原
大
挿

が
開
通
、
同
時
に
一
方通
行
が
解
除
さ
れ
る
な
ど
、津
軽
北
部
の
基

幹
都
市
と
し
て
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
奥
津
軽
観
光
フ
ォ

ー
ラ

ム
の
開
催
と
、
津
軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物
産
展
 
が
仙
台
市
で
開

か
れ
る
な
ど
、
当
市
を
中
心
と
し
た
津
軽
半
島
の
観
光
・
物
産
に
目

が
向
け
ら
れ
た
年
で
し
た
。
 

市
政
の
長
期
展
望
を
に
ら
ん
だ
ニ
十
一
世
紀
市
民
会
議
の
地
域
集

会
と
中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
を
主
体
と
し
た
新
た
な

長
期
総
合
政
策
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

熱
一
一

●
橋
 

霞
 

所
 

五
 

た
 

ー
 

 通
 

開
 

日
 

0
 

Q
。
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1
 

2
 

つ
J
 

.
1
 

Q
。
 

】h
J
 

1
 

り
乙
 

・

0
 

1
 

1
7
 

2
5
 

2
6
 

・
 

2
7
 新

年
名
刺
交
換
会
開
く
 
百
三
十
人
参
加
 

成
人
式
を
行
う
（
六
百
二
十
人
が
新
成
人
に
）
 

市
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
を
行
う
 

中
国
残
留
孤
児
木
村
京
子
さ
ん
（
飯
詰
）
里
帰
り
 

冬

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
第十
九
回
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
）
 

開
く
（

、
1
1、
1
2、
1
9)
 

県
が
「
権
現
様
の
清
水
」
（
市内
野
里
字
山
野
越
）
を
「
私
 

た
ち
の
名
水
」
に
認
定
 

昭
和
六
十
三
年
度
「
市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
 
の
 

表
彰
式
が
行
わ
れ
る
 

市
立
田
川
小
学
校
が
百
七
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
二
百
 

人
が
出
席
し
て
閉
校
式
‘
 

市
立
第
三
中
学
校
（
在
校
生
五
百
二
十
人
）
の
増
改
築
工
 

12年ぶりに返り咲きを果たした 

佐々木市長 
, 

事
が
完
成
、
落
成
式
を
行
う
 

4 

22 21 

5 

21 15 14 13 8 23 

〈
。
・
 

”

‘
 

0
 
長
橋
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
の
一
 
式
 

工
業
用
水
道
の
一
部供
用
を
開
始
、
毘
沙
門
字
上
熊
石
の
 

工
業
用
水
道
セ
ン
タ
ー
で
通
水
式
 

2
1
 「春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
始
ま
る
（

、
3
0)
 

2
2
 婦
人
服
製
造
の
卿
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
が
進
出
、
 

工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
に
調印
 

「核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市宣
言
」
の
記
念
植
樹
祭
を
行
う
 

市
営
玉
清
水
牧
場
で
牛
の
放
牧
始
ま
る
 

市
内

ー
ッ
谷
に
 
「
ち
び
っ
子
農
園
」
ォ
ー
プ
ン
 

「野
鳥
の
村
」
ォ
ー
プ
ン
、
市
民
自
然
観
察
会
開
く
 

お
祭
り
広
場
に
 
「朝
市
」
開
設

（、
1
1月
3
0日
）
 

第
六
回
全
国
一
斉
ウ
ォ
ト
ク
ラ
リ
ー
大
会
開
く
、
菊
ケ
丘
 

運
動
公
園
発
着
に
五
十
ー
チ
ー
ム
二
ー
百
人
参加
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
で
開
園
二
十
五
周
 

年
を
迎
え
る
 

8
 
平
成
元
年
度
北
辰
大
学
開
講
式
、
百
九
十
人
出
席
 

1
0
 五
所
川
原
青
年
会
議
所
創
立
二
十
五
周
年
記
念
「奥
津
軽

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
か
れ
る
 

1
8
 市
長
リ
コ
ー
ル
（
解職
）
に
伴
う
市
長
選
挙
の
結
果
、無

所
属
で
元
職
の
佐
々
木
築
造
氏
（
6
8）
が
当
選
、
十
二
年

ぶ
り
の
返
り
咲
き
を
果
た
し
た
 

[
I
・
 

 
1
3
 平
成
元
年
第
三
回
定
例
市
議
会
開
く
（
、
2
4）
助
役
に
小
 

23 20 

山
内
有
義
氏
（
5
5）
、
収
入
役
に
福
士
孝
一
氏
（
7
3）
、
 

固
定
資
産
評
価
員
に
斎
藤
一
郎
氏
（
5
9）
を
承
認
（
こ
の

月
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
た
空
席
中
の
教
育
委
員
に
釜
落

裕
氏

（5
9）
、
石
岡
浩
氏
（
6
4）
、
丸
海
老
良
子
氏
（5
5)
 

が
就
任
）
 

市
消
防
団
定
期
観
閲
式
行
わ
れ
る
 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
行
わ
れ
る
 

2
6
 県
に
対
す
る
平
成
二
年
度
重点
事
業
要
望
説
明
会を
青
森
 

市
で
開
き
、
佐
々
木
市
長
が
津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
工

な
ど
最
重
点
事
業
十
九
件
を
説明
、
実
現
を
要
望
す
る

8
・
っ】
 
五
所川
原
「
虫
と
火
ま
つ
り
」
始
ま
る
（

、
7
)
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「核兵器廃絶平和都市宣言」の記念植樹祭 長橋地区農産物加工センター 

1 万 1 千人が参加した県総合防災訓練 

4 

21世紀市民会議の地域集会 

2
1
 二
十
一
世
紀
五
所川
原
市
民
会
議

（地
域
集
会
）
十
二
会

場
で
開
催
（

5
3
1)
 

3
0
 五
所
川
原
市
と
西
郡
柏
村
を
結
ぶ
五
所
川
原
大
橋
（
三
百

九
十
六
」旧
、幅
員
十
四
H
）
が
開
通
 

3
0
 国
道
一
〇
一
号
線
、三
三
九
号
線
の
一
方
通行
が
正
午
か

ら
解
除
、
対
面
交
通
と
な
る
 

9
 
1
 
県
総
合
防
災
訓
練

（八
十
九
団
体
、
 一
万
千
人
参
加
）
が

行
わ
れ
る
 

1
0
 任期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
二
十
四
人
の
新
議
員
が
誕
生
 

2
2
 五
所
川
原
東
高
校
創
立
四
十
周
年
及
び
県
立
移
管
十
周
年

記
念
式
典
行
わ
れ
る
 

2
3
 市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念
 
「み
ど
り
の
日
制
定
分
収
造
 

林
植
樹
祭
」
が
行
わ
れ
る
 

保
健
協
力
員
百
九
十
六
人
を
委
嘱
 

更
口
同
金
婚
式

（
二
十五
組
、
六
十
人
出
席
）
が
行
わ
れ
 

る
 

4
 
改
選
後
初
の
市
議
会
臨
時
会
を
開
き
、
市
議
会
議
長
に
山
 

ロ
徳
二
氏

（6
1）
、
副
議
長
に
前
田
清
勝
氏
（
4
8）
を
選

任
、
各
常
任
委
員
会
委
員
を
選
任
し
た
 

「第
六
回
五
所
川
原
産
業
ま
つ
り
」
を
開
く
（
5
2
9)
 

平
成
元
年
度
市
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び
に
内
助
功
労
章

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
六
十
一
人
が
受
賞
 

6
 
「飯
詰
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
、
落
成
式
 

を
行
い
銘
柄
ジ
ュ
ー
ス
 
「津
鉄
大
使
」
を
売
り
出
す
 

1
0
 「津
軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物
産
展
」
が
仙
台
市

一
番
町
 

藤
崎
デ
パ
ー
ト
で
開
催
（

、
1
5)
 

2
8
 新
津
軽
大
橋
（
五
所
川
原
市
田
川
ー
木
造
町
川
除
）
が
完
 

成
、
竣
工
式
を
行
い
供
用
を
開
始
 

3
0
 二
十
一
世紀
五
所
川
原
市
民
会
議
中
央
集
会
開
く
（

、
1
2
 

月
6
日
）
 

1
2・
4
 
第
七
回
定
例
市
議
会
開
く
（

、
1
6)
 

5
 
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
辞
令
伝
達
式
が
行
わ
れ
る
 

10 

4 30 

11 

3 28 
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難
猫
消
好
難
難
瀬
難
難
締
麟
麟麟
総麟
碑
 
轡
展欝

翻

鳳
燃
麗
収
驚
 

前
田
野
目
自
治
会
に
農
林
水
産
大
臣
賞
 

難
灘
難
難
講
麗
樵
繊
喋
蒸
藤
鷹
醸
講
義
鷹
蟻
暴
濃
議
礁
一一
 

市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
が
募

集
し
て
い
た
 
コー
十
一
世紀
の

五
所
川
原
」
論
文
の
最
終
審
査

が
、
十
二
月
五
日
午
後
二
時
か

ら
助
役
応
接
室
で
十
人
の
審
査

委
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
四

つ
の
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
方

々
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

論
文
募
集
に
は
小
学
校
部
門
 

2
三
十
七
人
、
中
学
校
部
門
に

四
十
三
人
、
高
等
学
校
部
門
に

九
人
、
 一
般
部
門
に
六
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

選
考
に
あ
た
っ
た
審
査
委
員

長
の
辻
茂
青
森
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
長
は
 郷
土
愛
あ
ふ
れ

る
二
十
一
世
紀
の
五
所川
原
を
 
 

し
っ
か
り
展
望
し
た
作
品
が
多

く
、審
査
に
長
時
間
を
要
し
た
」
 

と
講
評
し
て
い
ま
す
。
 

（
敬
称
略）
 

◆
小
学
校
の
部
 

▽
一
席
…
花
田
尚
子
（
一
野
坪

小
六
年
）
マ
二
席

・・
佐藤
真
由

美
（
同
）
▽
三
席
・
・
高
井亨
軍

央
小
四
年
）
 
▽
佳
作
：
荒
谷

智
子
（
五
小
六
年
）
、石
井
め
ぐ

み
（
栄
小
三
年
）
、小
田
桐
沙
知

子
（
松
島
小
五
年
）
、木
村
梢
恵
 

（
栄小
三
年
）
、木
村
豊
生

（南

小
六
年
）
、成
田
真
美
（
五
小
六

年
）
、鰐
田
知
典
（
南
小
六年
）
 

◆
中
学
校
の
部
 

▽
一
席
・
・
今宏
（
五
二
中二
年
）
 

▽
二
席
！
太
田
由
紀
子
（
同
）
 

員
四
十
三
人
）
は
十
一
月
二
十

五
日
、
恵
ま
れ
な
い
人
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
年
賀
は
が
き

六
百
枚
を
市
に
寄
贈
、
 一
戸
会

長
が
佐
々
木
市
長
に
手
渡
し
ま
 

し
た
。
 

▽
三
席
・
・
薪
谷早
苗
（
同
三
年
）
 

▽
佳
作
：
新
谷
和
香
子
（
同
一

年
）
、斎
藤
美
香
子
（
同
三
年
）
、
 

成
田
直
美
（
同
二
年
）
、堀
内
美

也
子
（
同
）
 

金
高
等
学
校
の
部
 

▽
一
席
・
春藤
仁
志
（
五
所
川

原
工
業
高
校
二
年
）
Y
一
席・・

・

松
橋
史
佳
（
五
所
川
原
高
校
一
一

年
）
 ▽
三
席
…
石
山
い
づ
み
 

（同
）
 

◆
一
般
の
部
 

▽
一
席
・
・
金
井
実（
農業
）
 

又
一
席

・・
未村
祐
太
郎
（
五
所

川
原
土
木
嘱
託
）
マ
三
席
主
1
1
 

橋
ノ
ブ
（
た
かだ
て
保
育
園
保

母
）
 

前
田
野
目
自
治
会

（大
坂
幸

雄
会
長
、世
帯
数
百
二
十
四
戸
）
 

が
十

一
月
九
日
、
豊
か
な
村
づ
 

く
り
事
業
で
平
成
元
年
度
の
農
 

林
水
産
大
臣
賞
を
受
け
、
十
一
 

月
二
十
八
日
公
民
館
分
館
に
佐
 

始
舞
競
 

九

F
住
民
な
ど
八
十

持
 
人
が

出
席
し
て
 

「
護
晦
合
 

の
 

前
田
野
目
部

？
 

落
は
、
昭
和
四

ぐ
 

十
八
年
に
豊
か
 

締
壁
「
」」
 

市
内
金
山
の

陶
芸
家
松
宮
亮

二
さ
ん
は
十
一
一

月
一
日
、
津
軽

金
山
焼
の
「
古

代
文
壷
」
を
市

に
寄
贈
し
、
佐

々
木
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

贈
ら
れ
た
壷

は
、
高
さ
直
径

と
も
五
十
琴
く
 
 

会
を
作
り
、
土
地
基
盤
の
整
備

と
営
農
組
合
に
よ
る
水
稲
の
機

械
化
一
貫
作
業
の
体
系
を
確
立

し
ま
し
た
。
 

ま
た
一
方
で
、り
ん
ご
産
地

生
き
残
り
の
た
め
の
り
ん
ご
わ

い
化
栽
培
モ
デ
ル
園
を
設
け
る

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
生
産
性

改
革
に
取
り
組
み
、
公
民
館
を

主
体
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
で
世
代
間
の
交
流
を
図
っ
て

お
り
、
農
村
の
今
後
の
あ
り
方

を
示
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
 

重
さ
が
三
十
キロ
も
ある
大
き
な

も
の
で
、
か
っ
色
の
地
に
縄
文

唐
草
模
様
が
彫
り
こ
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

松
宮
さ
ん
は
、「十
月
末
に
窯

出
し
し
た
が
、
乾
燥
期
間
も
入

れ
る
と
半
年
は
か
か
っ
て
い
る
。
 

仙
台
で
津
軽
半
島
観
光
・
物産

展
も
開
か
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
 

市
の
物
産
・
観
光
面
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
語
って
い
ま
す
。
 

年賀はがきを手渡す一戸会長（右 

年
賀
は
が
き
翻
枚
寄
贈
 

ー
郵
便
切
手
販
売
協
会

ー
 

五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
 

今
年
で
十
一
年目
の
寄
贈
で

会
（
一
戸
千代
三
郎
会
長
・
会
 

す
。
 

、
 

目録を手渡す松宮さん（左） 

自
鵬
寓
国
号
日
旧
 

津
軽
金
山

焼
の
松
宮
さ
ん
 



任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
児
童
委
員
の
辞
令
伝
達
式
が
十

ニ
月
五
日
午
前
十
時
か
ら市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
新
し
い

民
生
（
児
」異
 
委
員
九十
五
人
（
新
五
十
五
人
、
再
四
十
人
）
 

に
厚
生
大
臣
か
ら
の
辞
令
が
佐
々
木
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
 

新
し
い
民
生
（
児
童
）委
員
の
任
期
は
、
平
成
元
月
十
ニ
月

一
日
か
ら平
成
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

破
称
略
）
 

北 

地 

区 

   

   

  

下
平
井
町
 

   

 

小
田
桐
教
、
高
杉

ふ
み
 

飯
詰

地
区
 

末
広
町
 
三
上
昌
利
 

小
曲

・
沼
田
町
 
成
田
善
造

新
宮
町
 
原
三
五
一
 

若
葉
第
一
第
二
 
工
藤
克
美

若
葉
県
営
住
宅
 
長
尾
美
秋

若
葉
市
営
住
宅
 
七
戸
キ
ミ
エ

十
川
町
 
今
喜
久
三
 

川
端
町
 
佐
々
木
光
也
 

大
町
・
東
町
 
小
林
瑠
美
子
 

平
和
町
 
兼
平
 
猛
 

布
屋
町
・
弥生
町
 
成
田
リ
セ
 

鎌
谷
町
 
宮
崎
妙
子
 

ー
ツ
谷
 
竹
谷
と
く
 

鳥
森
・
田園
町
 
成
田
恵
一

松
島
町
一、
一
一
丁
目
 
円
山
雄
1
11
 

ク
 
ー
」
、
四
 ク
 
神
 
勝
夫
 

ク
 
五夫
 
ク
 
石
田
粕
美
 

ク
 
七ー
八
 
ク
 
原
 芳
江

新
町
 
平
山
雄
一
郎
 

元
町
 
山
谷
テ
ル
 

柳
町
第
一
第
二
 
藤
田
初
江

本
町
 
櫛
引
忠
造
 

寺
町
・
岩
木町
 
北
岡
得
次

湊
団
地
 
一
戸
あ
い
 

田
町
 
水
口
ョ
シ
 

・

栄
町
 
平
山
新
吉
郎
 

南 

地 

区 

ク ク 

、
 

（第701号） 

旭
町
 
千
葉
勝
鷹
 

敷
島
町
 
磯
野
正
和
 

雛
田
・
東
雲
町
 
成
田
 茂
 

平
井
町
 
嶋
口慶
治
 

上
平
井
町
 
辻
 
一
郎
 

中
平
井
町
 
小
川
長
平
 

さ
つ
き
町
 
木村
カ
チ
 

錦
町
 
木
村
 
肋
 

柏
原

・
幾
島
町
 
神
 
敢
 佐々木市長（左）から辞令を伝達される 

新民生委員 

七
ッ
館
 
福
士
泰
四
郎
 

姥
落
 
平
山
 
寛
 

姥
泡
二
ニ
ツ
谷
 岩
測
弘
子
 

稲
実
 
奈
良
岡
一
成
 

広
田
 
成
田
勝
厚
 

湊
 
青
山
幸
子
 

み
ど
り
町
一
・
二

・
三
丁
目
 

木
村
祐
太
郎
 

同
四
・
七
丁
目
 
長
尾
キ
ョ
エ
 

同
五
・
六・
八
丁目
 
長内
重
雄
 

一
七
和
地
区
 

俵
元
 
松
山
与
七
郎
 
 

原
子
 
柳
原
せ
つ
 

羽
野
木
沢
 
阿部
達
雄
 

持
子
沢
 
長
内
ち
柔
 

高
野
 
小
笠
原
せ
い
 

高
野

（
広
野）
 
楠
美
秀
也
 

前
田
野
目
 
工
藤
博
男
、
今
柾
 

太
郎
 

長
橋

地
区
 

福
岡
 
片
岡
幹
夫
 

浅
井
 
加
納
七三
郎
 

野
里
 
土
岐
文
弘
 

神
山
 
成
田
一
郎
 

松
野
木
・
若
山
 清
野
貞
雄
 

福
山
・
豊
成
 
渋
谷
せ
つ
子
 
 

上
町
・
寺
町
・
下
村・
曙
町

・

長
坂
 

一11
l
P
関
雄

伝
助
町
‘
大
町
・
新
町
 

滝
吉
欣
蔵

興
隆

・
朝
日
・
坂
ノ
上
・
南
新
 

阿
部
武
夫

北
下

・
中下
・
南
下
・
五
本松

・

大
正
町
・
大
日
町
 坂
本
福
松

中
町

・
北
新
・
下
町
 高

橋
 
澄

下
岩
崎
 
松
本
孝
一
 

松
島

地
区
 

米
田
・
吹畑
 
工
藤
啓
二

尻
無
・
太
刀打

・
桃
崎
 

杉
派
立
 
土
岐
伝
四
郎
 

戸
沢

・
石
田
坂
 
斎
藤
一
雄
 

三
好
地
区
 

藻
川
 
乗
田
義
秋
、
成
田
賢

一

鶴
ケ
岡
 
小
野
忠
太
郎
、
小
野

繁
雄
 

高
瀬
 
木
村
与
一
郎
 

中

川
地
区
 

川
山
 
佐
藤
清
三
、
奈
良
岡
保
 

右
工
門
 

沖
飯
詰
 
古
川
繁
春
 

桜
田
 
笠
井
勝
衛
 

種
井

・
中
泊
 
外
崎
清
1
11
 

島
村
陽
夫

漆
川
・
馬
性
 
大
村
喜
一
郎

野
崎

・
川
代
田
 
村
田
 
実

悪
戸
・
田
中

・
宮
田
 高

橋
博
士

水
野
尾
・
富
桝
 
高
橋
 
寿

唐
笠
柳
・
末
広
 
太
田
雅
夫

一
野
坪
・
中
村
・
前
落
・
石
畑
 

小
野
重
造
 

石
岡

・
二
本柳
 
寺
田
茂
夫
 

梅
田

地
区
 

梅
田
 
佐
藤
欣
宏
、
斎
藤
 
勇

中
泉
 
関
 
と
し
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除 排雪作 鵬ご協力奄w 
市では、冬期間の通勤通学等の生活関連道路

を確保するために、12月15日五所川原市除排雪

対策本部を設置し、行政サービスに努めること

にして J三,ります。 しかし地域住民の協力なく し

ては円滑な作業を行なうことはできません。 

従いまして、道路を利用する皆さんにつきま

しても、ぜひ次の点についてご協力をお願い致

します。 

1 ．路上駐車はしないで下さい。 

除排雪作業をするうえで路上駐車は妨げとな

り、危険を科三うため交通障害となることがあり 

~ ます。 駐車禁止区域は勿論、それ以外の区」」に、 

あっても路上駐車はしないで下さい。 

2. 道路に雪を捨てないてい下さい。 

道路に雪を捨てますと、円滑な交通の確保が

出来なくなり、万一災害が発生した場合妨げに

なるなど皆さんの日常生活に大きな支障を及ぼ

すことになります。 

3．歩道の雪は車道の路肩に積み上げて下さ 

4．路上の鉄板等は撤去するなど安全な場所

に移動して下さい。 

路上にある車両乗上げ鉄板及び自動販売機等

は、除排雪車両が激突し事故発生の原因となり

ます。 

5 ．危険箇所には、標識等を設置して下さい。 

物損事故を未然に防止するために必要であり

ます。 

6 ，作業中の除排雪車両には近寄らないで下

さい。 

除排雪車両は大型であり、作業中は前進後退

を繰り返えす場合が多く、広い作業範囲を必要

としますので巻き込まれーるおそれがあり危険で

す。 

7 ．ゴミは指定した日時と場所を守って捨て

て下さい。 

汚染と美観をそこねる原因となります。 

除排雪についてのお問い合せは、五所川原i市
除排雪対策本部（広田字柳沼 3 番地1号 電話

国）4321番・（③多)4322番）へお願いします。 

iilI"j"!" iIiiifl 

もしも、凍らせてしまったら 
軽い凍結の修理の仕方 

〇凍結したときは、露出している管（保温筒な

どは取りはずす）や、蛇Iコなどにタオルかぞ

うきんを巻きつけ、 その上からお湯をゆっく

りかけると、軽い凍結ですと水が出るように

なります。 

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また

電気を直接流す解氷などは、蛇ロの破裂や火

災の危険がありますCンで十分ご注意ください。 

〇それでも解けないときは、 お近くの市指定水

道工事店にお申し込みください。 

※凍結防止の放水はやめてください。 

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、 

メーターが次第に上がり、春の検針精算の際、．一；,‘, 
料金にハネ返り思わぬ支出となりますので、 議 

放水はやめてください。 	 」i電毒；灘」，‘「 

これから、 日毎に寒さが厳しくなると水道管

の凍結や破裂事故が多く発生します。 

とくに気温がマイナス摂氏4 度以下になると、 

防寒等の不完全なものは凍結したり、破裂する

ことがありますので次のことに注意してくださ

し、 

ン水抜栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を空けるようなときゃ就寝前には

必ず水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり止

まるまて各閉め、蛇口を一杯に開いてください。 

＞電熱ヒーター利用の場合 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を

ン」三’ックスて各囲むようにしてください。 

レむき出しの管や、屋外に蛇口がある場合 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

保温材（毛布類・コモ等）を巻き付ける

にしてください。 
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灘鶏繋人名簿を作j. 

もれなく申請を義篇議 

⑨平成元年（1989年）12月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第701号） 

年末年始の 
「ゴミ」の収集について 
年末の 「：ゴミ」 の収集は、12月30日（土）ま

で平常どおり行います。 31日（日）は休みます。 

新年は 1月 4 日（木）から平常どおり収集し

ます。 

なお、野里不燃物埋立地は12月30日 （土）ま

で、 自己搬入のみ利用できます。 また新年は 

1月 3 日 （水）から平常どおり引き受けます。 

休み期問中は、ごみ集積場所はごみ捨て場て二

はありませんので絶対にごみを出さないように

お願いします。 

ー燃えるごみー 

高瀬中央衛生センターと稲垣西部衛生センタ 

ーの燃えるごみは12月30日（土） まて各自己搬入 

（無料）で利月Iできます。 

新年は 1月4 日 （木）から平常どおり弓は受 

けます。 

rI川hmI川I"“川hI‘川川I"I川h""" 

＆烹I」感 2Hク 

レ日時 平成 2 年1月 1 日 午前11日寺 

>場所 市民文化会館 2 階 

）会費 1,500円（申し込みと同時に納入くだ 

さいJ 

D申し込み締4:7] 12月20日（水）, 
＞申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

議所 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

市農業委員会で叫よ、農業委員の選挙人名簿を

作成します。 

これは、法律に基づいて1月 1 日現在で行わ

れるものです。 

農家のみなさんは、「選挙人名簿登載申請書」 

を提出してください。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月15日以降

に行政連絡員等を通じて各農家に配布します。 

農家のみなさんは、申請書に記入のうえ 1月 

10日までに行政連絡員等にお渡しください。 

＞選挙資格のあるメ、 

〇市内に住所があり、10アール以上の農地を

耕作している世帯で、年間60日以上耕作に

従事している人 

〇日召和45年 4 月1 日以前に生まれた満20歳以

上の人でト農家世帯主と同居している親族 

(6親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

010アール以上耕作している農業生産法人の

組合長または社員（年間60日以上耕作に従

事している人） 

レ記入事項 

①申請者の住所・氏名（押印してください） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯員の氏名・続柄（世帯主

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

⑥来年は、農業委員の任期（ 3 年）満了に伴う

選挙が行われますので、選挙資格のある農家

の人はもれなく記入のうえ提出してください。 

※申請用紙が配布されなかったり、記入上不明

な点がありましたら市農業委員会（胃電5)2 111 

番内線229, 230番）へご連絡ください 0 

NTT杯卓球大会 
参加者募集 

レ日U寺 1月13日 （土）午前 9U寺～ 

レ場所 市民体育館 

レ部門 （1）団体戦 (3人1チーム）(2）個人戦 

D種目 （1）小学校、(2）中学校、(3）高校 

(4）一般（個人戦のみ） 

レ表彰 各種目とも第3 位ま・で 

レ申し込み先 NTT五所川原支店マーケティ 

ンク’課 「トークの日係」 あて 

（字上平井町 l02) 

問い合わせ フ l) ーダイヤルか0120 - 294989 

ンその他 参加半斗無半斗 

午前"U寺 
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市の年末年始の業務案丙一印鑑奮響に― 
⑨本庁と各支所は12月29日 （金）から 1月 3 H 
（水）まで休みます。 

ただし、本庁の市民課は、12月29日（金）は

平常どお‘り、30日（土）は午前中窓口業務を行

います。 

なお、年末は窓口が混み合います。 印鑑証明

などは 3 か月間有効期間がありますので、必要

な方は早目にどうぞ。 

⑨西北中央病院は、12月28日（木）午後から1 
月 3 日（水）まで休み、 1月 4 日 （木）から診

療（午前中）を始めます。 

⑥水道の故障修理の受イ寸は、12月28日 （木）か 

r 	ら 1月 4 日 （木）まてネ元町I争水場（廿国）2639番） 

献血・採血場所の 
変更について 

）期日 12月21日 （木） 

レ日寺間 午前10時から正午まても 

レ場所 五所川原保健所前 

D時間 午後1時から午後 4 時まて、 

＞場所 西北中央病院前 

う＊ミ上記のとおり採血場所が変更となりましたの 

で、 よろしくお願いいたします。 

シルバー人材センター 

年末年始の業務案内 
12月29日 （木）から 11 ] 3 日 （火）まて、 

休みます。 

1月4 日 （水）から業務を始めます。 
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で行います。 

@）図書館は、12月27日 （水）から 1月 4 日（木） 

まで図書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

⑥市民文化会館、三道会館は、12月28日 （木） 

から 1月 3 日まで一般開放は行いません。 

⑥歴史民俗資料館は、12月27日 （水）から 1月 

4 日 （木） まで、中央公民館、働く婦人の家、 

市民体育館は12月28日 （木）から 1月 4 日（木） 

まで一般開放を行いません。 

⑥勤労者野外活動施設（狼野長根）は、12月29 
日（金）から 1月 3 日 （水） まで一般開放は行

いません。 

1周の鳳圏包ンタにコ囲国目 
1月 5 ・12・19・26日です。（毎週金曜日） 

D日寺問 午前10時～午後 3日寺 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査等を含めた 

i建康木目談に応5じますので、赤ちゃんからお年 

寄りまでお気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センタ 

レ受付時間 12 : 45-13 : 00まて、 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （①）6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子1建康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （たえ三し生後 6 カ月、 7 カ月児に限る。） 

②”i気療養中（特に伝染‘性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 カ月児 H元年 9 月生 1月 9 日吹） 健康診査 

6 カ月児 H元年 6 月生 1月16日因 健康相談 

1 	歳 児 S 63年12月生 1月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年 7 月生 1月23日因 健康診査 

3 歳 児 S61年 9 月生 1月18日困 健康診査 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容34-4999番 
（救急医療部会） 

'" " "'”・‘“ ● 
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